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塙
保
己
一
は
、
市
が
世
界
に
誇

る
偉
大
な
国
学
者
で
す
。
盲
目
と

い
う
大
き
な
障
害
を
抱
え
な
が
ら
、

「
群
書
類
従
」
の
編
さ
ん
や
「
和

学
講
談
所
」
の
設
立
な
ど
多
く
の

偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
そ
の
業
績
を
顕
彰
す

る
た
め
記
念
館
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
び
そ
の
顕
彰
活
動
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
広
く
発
信
す
る

た
め
、
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
内
に
新

た
に
記
念
館
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ

い
。

塙
保
己
一
と
故
郷
の
つ
な
が
り

　

塙
保
己
一
の
大
き
な
業
績
で
あ

る
群
書
類
従
の
編
さ
ん
や
和
学
講

談
所
の
紹
介
を
中
心
と
し
つ
つ
、

故
郷
に
建
つ
記
念
館
と
し
て
、
塙

保
己
一
と
ふ
る
さ
と
と
の
関
わ
り

に
も
重
点
を
置
い
た
展
示
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー
が

人
生
の
目
標
に
し
た
と
い
う
話
や

埼
玉
の
３
偉
人
に
ち
な
ん
だ
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

３
色
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

　

塙
保
己
一
が
失
明
す
る
前
に
見

た
草
花
を
通
し
て
覚
え
て
い
た
色

と
い
わ
れ
て
い
る
「
す
み
れ
の
紫
」、

「
柚
の
黄
色
」、「
ほ
お
ず
き
の
赤

色
」
の
３
色
を
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
と

し
、
室
内
展
示
に
展
開
し
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
企
画

　

期
間
限
定
で
、
渋
谷
区
の
温
故

学
会
か
ら
「
保
己
一
愛
用
の
机
」

や
「
塙
家
の
短
刀
」
な
ど
、
両
親

の
菩
提
寺
で
あ
る
實
相
寺
か
ら
、

塙
保
己
一
が
両
親
の
菩
提
を
弔
う

た
め
に
寺
に
贈
っ
た
「
燭
台
」、
さ

ら
に
児
玉
中
学
校
で
保
管
し
て
い

る
群
書
類
従
の
版
木
２
点
を
初
め

て
展
示
し
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮

　

高
齢
者
や
障
害
者
、
特
に
視
覚

障
害
者
に
配
慮
し
、
触
っ
て
読
め

る
触
知
案
内
板
や
音
声
ガ
イ
ド
な

ど
を
採
用
。
コ
ー
ナ
ー
解
説
板
は
、

版
木
が
原
稿
用
紙
の
も
と
に
な
っ

た
こ
と
に
ち
な
み
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
風
に
作
成
し
、
触
っ
て

読
め
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

映
像
資
料
も
用
意

　

ホ
ワ
イ
エ
の
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
、

大
人
用
、
子
ど
も
用
、
２
種
類
の

映
像
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
新
記
念
館
へ
の
移
転
に
伴
い
、

現
在
の
記
念
館
は
休
館
し
て
い
ま

す
。

★
文
化
財
保
護
課
☎
㉕
１
１
８
６

建
物

７月４日㈯正午からアスピアこだま内に

塙保己一記念館
リニューアルオープン

■
新
記
念
館
の
特
徴

透
か
し
煉れ
ん

瓦が

か
ら
採
光

　

ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
か
ら
透
か
し
煉

瓦
積
み
の
壁
面
を
通
し
て
自
然
光

を
間
接
的
に
取
り
入
れ
、
ほ
の
か

な
光
を
味
わ
え
る
設
計
で
す
。

材
質
に
も
こ
だ
わ
り
を

　

展
示
室
内
部
の
手
す
り
は
、
群

書
類
従
の
版
木
と
同
じ
材
質
と
し
、

今
回
の
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
建
設
に

伴
い
伐
採
さ
れ
た
総
合
支
所
敷
地

内
に
あ
っ
た
桜
の
木
を
再
利
用
し

て
い
ま
す
。

内
部
展
示

そ
の
他

透かし煉瓦

手すり

群書類従の版木

ホワイエ

すみれ

ほおずき

柚
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

主
役
と
な
っ
て
活
動
す
る
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動
交
流
セ

ン
タ
ー
（
愛
称
：
は
に
ぽ
ん
プ
ラ

ザ
）
の
利
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
㈪
か
ら
の
利
用
開
始

に
当
た
り
、
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
の

利
用
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

利
用
開
始
日　

６
月
１
日
㈪

利
用
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
10

時
（
開
館
時
間　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
10
時
）

休
館
日　

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

利
用
で
き
る
人　

ど
な
た
で
も

※
予
約
が
必
要
な
施
設
を
利
用
で

き
る
人
は
、
市
内
で
市
民
活
動
及

び
市
民
交
流
を
行
う
個
人
又
は
法

人
そ
の
他
の
団
体
に
限
り
ま
す
。

予
約
方
法　

は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
１

階
窓
口
で
利
用
申
請
書
を
記
入

し
、
所
定
の
使
用
料
を
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

予
約
開
始
日　

登
録
団
体
は
利
用

す
る
日
の
月
の
４
か
月
前
の
初

日
か
ら
、
一
般
利
用
者
は
３
か

月
前
の
初
日
か
ら
予
約
で
き
ま

す
。

例　

10
月
１
日
㈭
〜
31
日
㈯
の
利

用
予
約
の
場
合
、
登
録
団
体
は

６
月
１
日
㈪
か
ら
、
一
般
利
用

者
は
７
月
１
日
㈬
か
ら
予
約
で

き
ま
す
。

※
団
体
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

６月１日㈪から

はにぽんプラザ
利用開始

　

１
階

多目的ホール
（６５０円～／１時間）

フィットネスルーム
（２２０円／１時間）

場所のご案内

　

２
階

２階交流スペース（無料） 活動室Ｂ
（１４０円／１時間）

　

３
階

個人学習ルーム（無料） 音楽スタジオＡ
（１７０円／１時間）

所在地

駐車場

駐輪場

銀座１－１－１

73台
（身体障害者用２台を含む）

44台

はにぽん号も
ご利用ください！

　はにぽんプラザに
「はにぽん号」の停留
所が加わりました。
　本庄北・本庄南の両
エリアのはにぽん号が
運行します。
★企画課☎㉕1157

★市民活動推進課☎㉒０８２８

キッズルーム（無料）

アトリエ
（１４０円／１時間）

至熊谷


